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イ
ン
開
通

茅
野
市
こ
ど
も
館
が
オ
ー
プ
ン

金
沢
保
育
園
が
完
成

横
内
中
央
公
園
が
完
成

国
内

・
世
界
の
出
来
事

米
大
リ
ー
グ
で
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
日

本
人
と
し
て
初
の
M
V
P
に
選
ば

れ
る

2月 1月 10月 9月 7月

平成13年平成14年

ジ
ブ
リ
映
画
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」

公
開

欧
州
十
二
か
国
で
単
一
通
貨
「
ユ
ー

ロ
」流
通
開
始

ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
開
園

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
発
生
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